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視覚障害者ボウリング⽀援システム
〜状況の⾳声解説により、競技者だけではなく

その場に居る視覚障害者全員がより楽しめる空間に〜
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視覚障害者ボウラーの単独練習を可能にする
ため、残ピンカウントシステムを実現しまし
た。後⽅に設置したビデオカメラによる動画
像から、スイープバーの降りてくるタイミン
グをパターンマッチングで認識し、その瞬間
のピンヘッド位置の明るさを測定することで
残ピン番号などを⾳声合成で読み上げます。
また、深度センサをレーン上に設置すること
で、スパット位置のボールの通過位置を板⽬
で読み上げるシステムも実現しました。これ
らを⽤いることで、「何枚⽬を通って残ピン
は何番か」という状況が晴眼者アシスタント
なしにプレイヤーが認識できるようになりま
した。
実験の結果システムの動作が確認されたこと
に加え、⾃分以外のプレーヤーの状況が把握
できることから、その場に居る視覚障害者全
員が楽しめる環境が構築できることが分かり
ました。

研究概要

視覚障害者ボウリング、画像処理、深度センサ、距離センサ、⾳声合成

本テーマは視覚障害者ボウリングという限定的な内容ですが、他のセンサ類を組み合
わせることで、多様な視覚障害者スポーツに応⽤できると考えています。
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